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都市再生整備計画　フォローアップ報告書

牟呂坂津地区

平成２９年１０月

愛知県豊橋市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり -

見込み ● なし -

確定 あり -

見込み ● なし -

確定 あり -

見込み ● なし ○

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 -

見込み ●

確定 -

見込み ●

※全ての指標について記入

60 ○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

217

82 55

1年以内の
達成見込み

○

指　標 従前値 目標値

指標１ 宅地利用率 ％ 54

見込み・確定
の別

△

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成度

△

△

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

75

(H28、H29事
業分を除く)

計測時期

H２９年６月

50

(H28、H29事
業分を除く)

359

事後評価

見込み・確定の別

339

指標２
地域福祉センター利用
者数

人/日 198

○

つどいの広場事業の対象は
保育園等入所前の0～3歳児
であり、見込値を計測した時
点に比べ保育園入所者数が
増加したのではないかと考え
られ、これにより利用者数が
減少したものと考えられる。

240 202 H２９年６月

73

総合所見

土地区画整理事業などにより、ゆとり
ある良好な住宅地が形成された。ま
た、狭隘道路が解消され、交通事
故、犯罪、災害などにも強い、安全安
心なまちが形成されたことにより宅地
利用が進んだ。

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

支障物件により予定
していた歩道整備が
実施できなかったた
め、評価値と差異が
生じた。

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

目標には達しなかったが、土地区画
整理事業により歩道が整備され、整
備率が向上した。

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

つどいの広場事業の参加者の減少
により、確定値は目標値に達しな
かったが、それ以前の利用者数につ
いては目標値を上回っており、事業
の効果があったものと判断できる。

従前値 計測時期

その他の
数値指標１

20～30代の地区内人
口

人 264

1年以内の
達成見込み

Ｈ２９年６月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

H２９年６月

その他の
数値指標２

幼児・児童の地区内人
口

人 105

指標３ 歩道整備率 ％ 45

指　標

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

各事業を実施したことにより、子育て
世代が流入し0～12歳の人口が増加
し,次世代に繋がるまちづくりとなって
いる。

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

各事業を実施したことにより、子育て
世代が流入し20～30代の人口が増
加し,次世代に繋がるまちづくりとなっ
ている。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

183 211 Ｈ２９年６月



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容 実施時期

実施した結果

実施した結果、子育て世代や幼児・児童の地区内人口が
増加し、地域コミュニティの形成に繋がっている。

狭隘道路の解消が進み、交通安全性及び防災性の
向上が図られ、道路網の連続性も確保されつつあ
る。

土地区画整理事業の一層の推進を図る。

今後の課題　その他特記事項

土地区画整理事業の一層の推進を図る。

良好な住環境の整備推進

地域交流の推進による地域コミュニティ形成の促進

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

土地区画整理事業の継続実施

公園事業及び土地区画整理事業の継続実施

土地区画整理事業及び道路事業の継続実施

土地区画整理事業の一層の推進を図り、早期に公園事業を実施す
る。

土地区画整理事業及び道路事業の一層の推進を図る。快適で安全な歩行環境の整備促進 歩道整備が進み、歩行者の安全性が向上した。

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

地域交流の推進による地域コミュニティの形成

各事業の推進により、人口定着が図られつつあり、
地域コミュニティの形成に繋がっている。

地域福祉センターにおける子育てや福祉等の支援活動及び土地
区画整理事業の継続実施

実施した具体的な内容

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③から転記



都市再生整備計画(精算報告）

牟呂
む ろ

坂津
さ か つ

地区

愛知
あ い ち

県　豊橋
と よ は し

市



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 27 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ H22 H27

人/日 H21 H27

％ H22 H27

都道府県名 愛知県 豊橋市 牟呂坂津地区

計画期間

良好な住環境を確保し、歴史を感じながら安心して住み続けられる魅力あるまちづくり
①良好な住環境を有する、安心・快適なまちづくり
②地域交流の場の創出による、活力あるまちづくり
③交通災害に強い、安全安心なまちづくり

・当地区は、JR豊橋駅から西へ約２ｋｍにあり、都心部と臨海部とを結ぶ軸線上に位置し、今後の都市発展の方向性を定める上で重要な地区である。近隣にある市民病院により地区内の通過交通量が増加しており、地域性を考慮した隣接市街地との一
体的な整備を図ることにより、都市基盤需要にも応え、適正な都市発展が見込まれるものである。

・当地区は縄文時代から人が住み着いており、街路ばかりでなく地区中央を縦断する県道も狭小であるにもかかわらず、通過交通量が増加し、交通安全上や防災上の観点から問題があり、平成８年に土地区画整理事業の話が持ち上がり、坂津のまちを
考える会から土地区画整理事業実施の要望書が提出され、土地区画整理準備会が発足し、平成13年度から土地区画整理事業を実施している。

・平成１８年度から平成２２年度までの都市再生整備計画事業（第１期）において、地域福祉センターの建設など一体的な整備を進め、まちづくりにおいて一定の事業効果を得た。

・地区内には未だ消防活動困難区域が有り、良好な住環境の確保と防災性の向上をする必要があるため、公共施設の整備改善など基盤整備の継続が求められている。

・事業進捗に伴い地区内交通量が増加しており、地域住民が安全・安心して生活できるように、交通安全対策が求められている。

・児童が安全で安心して学校に登校するため、歩行者空間の確保と整備の継続が求められている。

・新たに転入した住民が増えていることから、地域交流の推進によるまちづくりが求められている。

・古墳や貝塚などの歴史的財産があり、歴史を活かしたまちづくりも求められている。

平成２２年度までの都市再生整備計画事業において基盤整備により一定の効果を得たが、住み続けたいと感じられる魅力あるまちづくりを図るためにも、残された未整備箇所の早期完了が求められており、今後も引き続き当地区のまちづくりを進めてい
く必要がある。
○狭隘道路が未だ残されており交通安全上や防災上の問題があるため、住環境の整備・改善が必要である。
○地域交流の推進による、地域コミュニティ形成の必要がある。
○児童や高齢者の安全確保のため、交通環境整備を推進する必要がある。

定　　義 目標と指標及び目標値の関連性

27

目標値

交付期間

第５次豊橋市総合計画
　○市街地の整備と景観の形成　―　安全で快適な市街地を形成するため、土地区画整理事業による住環境の向上を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  豊橋らしい美しいまちをつくるため、地域ごとの自然や歴史、文化などの特性を活かし、市民とともに良好な景観の保全、創出に努める。
　○生活道路の整備　　　　　　　　―　安全な交通環境を確保するため、自転車歩行者道や交通安全施設などの整備に努める。
　○地域福祉の充実　　　　　　　　―　子ども・高齢者などすべての市民が安心して暮らせるよう、地域における相互扶助の促進を図り、支えあいの地域づくりを進める。
　○文化財の保護と歴史の継承　―　郷土の歴史、文化、自然を次世代に継承するため、価値ある文化財の保存や活用を進める。
豊橋市都市計画マスタープラン
　○都市施設整備の方針 　―　歩行者、自転車のための安全で快適な移動空間の確保を図る。
　○市街地整備の方針　　  ―　安全で快適な都市空間を形成するため、土地区画整理事業を計画的に推進する。
　○防災都市づくりの方針  ―　無計画な市街地形成や土地利用の混乱を防ぎ、地震、火災などに対する都市防災を進める。

地区内において宅地造成をした面積に対する、宅地利用面
積の割合

良好な住環境を整えることなどにより魅力あるまちづくりを進め、宅
地利用の促進と人口定着を図る。

54

地域交流を推進し、地域住民のコミュニティーの形成・活性化を図
る。

217牟呂地域福祉センターの１日当り利用者数 198

82

従前値指　　標

歩道整備率 地区内の歩道付き道路の整備率
車道と歩道を分離し、バリアフリー化した歩道を整備することで、誰
もが安心して歩ける歩行者空間を確保する。

45

60

地域福祉センター利用者数

宅地利用率



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・方針３　交通災害に強い、安全安心なまちづくり
　　歩道整備を推進し、児童や高齢者にとって安全かつ快適な歩行空間の確保を図る。
　　交通環境施設の整備により交通安全対策を図り、安全安心な生活環境を確保する。

■牟呂坂津土地区画整理事業（基幹事業：都市再生）
□生活環境改善事業（提案事業）
○水路整備事業（関連事業）
○自転車道等設置事業（関連事業）

○　良好な住環境の創造
　　・電柱を民地に入れることにより、公共空間を広くとる。
　
○　歴史的財産の継承
　　・縄文時代から人が住み着いた当地区には、埴輪が出土した三ツ山古墳など貴重な歴史的財産がある。

○　都市再生整備計画
　　・平成１８年度から平成２２年度の期間で都市再生整備計画を策定し、一定の事業効果を得ている。

方針に合致する主要な事業
・方針１　良好な住環境を有する、安心・快適なまちづくり
　　土地区画整理事業の推進による良好な住環境を有する快適な住宅地の創出や、地域の歴史的特性を活かし、まちの魅力の向上を図る。
　　狭隘道路を解消するとともに、避難路と避難地を結ぶ道路網の整備を推進し、良好な住環境を支える防災性の向上を図る。

■牟呂坂津土地区画整理事業（基幹事業：都市再生）
○牟呂坂津土地区画整理事業（関連事業：特会）
□生活環境改善事業（提案事業）
○歴史サイン設置事業（関連事業）

・方針２　地域交流の場の創出による、活力あるまちづくり
　　地域住民の交流・文化活動を推進し、地域コミュニティーの形成を図り、活力あるまちづくりを促進する。

□つどいの広場事業（提案事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業 豊橋市 直 21.2ha H13 H30 H23 H27 5,110.0 1,967.0 1,967.0 1,967.0

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 5,110.0 1,967.0 1,967.0 1,967.0 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

豊橋市 直 1地区 H23 H27 H23 H27 5.0 4.9 4.9 4.9

豊橋市 直 1事業 H23 H27 H23 H27 12.0 11.3 11.3 11.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

合計 17.0 16.2 16.2 16.2 …B
合計(A+B) 1,983.2

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

豊橋市 170m ○ H24 H25 0.0

豊橋市 国土交通省 21.2ha ○ H13 H27 1,326.5

豊橋市 国土交通省 0.35ha ○ H26 H27 0.0

豊橋市 1地区 ○ H25 H27 0.0

豊橋市 150m ○ H22 H27 0.0

合計 1,326.5

所管省庁名

牟呂坂津地区

事業箇所名

牟呂坂津地区

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

生活環境改善事業

土地区画整理事業（特会）

公園事業

全体事業費

事業
細項目

事業主体事業箇所名

地域創造
支援事業

牟呂坂津地区

牟呂地域福祉センターつどいの広場事業

事業期間

牟呂水神町１号線

（いずれかに○）

坂津公園

牟呂水神町１号線

事業主体

道路事業

歴史サイン設置事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

水路整備事業

規模

交付期間内事業期間
規模直／間

牟呂坂津地区

（参考）事業期間
うち民負担分

0.0

うち民負担分

交付対象事業費 1,983.2 交付限度額 789.8 国費率 0.398

0.0


